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１．2026年12月期第３四半期の連結業績（2026年１月１日～2026年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年12月期第３四半期 10,647 19.2 226 － 279 － 150 －

2025年12月期第３四半期 8,929 19.7 △227 － △175 － △246 －
(注) 包括利益 2026年12月期第３四半期 892百万円( 986.9％) 2025年12月期第３四半期 82百万円( △90.8％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年12月期第３四半期 14.49 14.35

2025年12月期第３四半期 △23.77 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年12月期第３四半期 22,796 17,116 73.7

2025年12月期 21,783 16,603 74.5
(参考) 自己資本 2026年12月期第３四半期 16,802百万円 2025年12月期 16,237百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年12月期 － 10.00 － 12.00 22.00

2026年12月期 － 15.00 －

2026年12月期(予想) 15.00 30.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年12月期の連結業績予想（2026年１月１日～2026年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 15,000 10.1 1,100 86.8 1,200 76.7 800 102.5 76.75
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ―社（社名） 除外 ―社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年12月期３Ｑ 12,200,000株 2025年12月期 12,200,000株

② 期末自己株式数 2026年12月期３Ｑ 1,833,310株 2025年12月期 1,775,977株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年12月期３Ｑ 10,393,288株 2025年12月期３Ｑ 10,389,850株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ：無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想に関する事項は、添付資料５ページ「１．経営
成績等の概況(3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。

（添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビューについて）
当社は、レビュー完了後にレビュー報告書を添付した四半期決算短信を開示することを予定しております。
開示予定日2026年11月12日
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１．経営成績等の概況

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間の我が国の経済は、天候不順や自然災害等の影響を受けたものの、継続的な賃上げや

雇用環境の改善を背景に個人消費は緩やかな回復基調が続いたほか、企業の設備投資も底堅く推移し、景況感には

改善の動きが見られました。一方、長引く中東情勢の緊迫化や日中関係、為替市場の変動に伴う輸入物価の上昇の

影響により、エネルギーおよび原材料価格の高止まりが継続したほか、主要国の金融引き締めによる海外経済の減

速懸念など、日本経済をはじめ世界経済の先行きにつきましては依然として不透明な状況が続いております。

このような事業環境のなか、当第３四半期連結累計期間の受注高は前年同期を上回る12,155百万円（前年同期比

5.7％増）となりました。セグメント別では、計測機器は前年同期比6.5％の増加となり、特注試験装置及びサービ

スは同5.4％の増加となりました。これにより、受注残高は10,558百万円（前年同期比10.1％増）に増加しました。

製品・技術の開発においては、機能強化した音響振動計測・解析システム「O-Solution Ver.6.0」をリリースし

ました。また、自動車用動力伝達技術研究組合（TRAMI）との共同提案により、国立研究開発法人新エネルギー・産

業技術総合開発機構（NEDO）が公募する2026年度「脱炭素社会実現に向けた省エネルギー技術の研究開発・社会実

装促進プログラム」の交付決定を受け、開発に着手いたしました。本事業では、モータの超高回転化（5万rpm超）

を核に、電動パワートレインの革新的な超小型化を実現する共通技術基盤を確立し、自動車産業の国際競争力強化

および脱炭素社会の実現を目指しております。

販売面では、引続き音振動検査（NVH評価）機器の受注が拡大したほか、半導体製造やデータセンターでの製造・

検査・環境評価において音振動計測ソリューションの受注が継続しました。特注試験装置及びサービスでは引続き

お客様の既存設備の更新需要に関わる受注やアフターサービス、新燃料への対応に伴う受注などが好調に推移しま

した。海外においては、海外専用モデルであるUSB接続マイクロホンの販売を開始したほか、代理店・特約店と共同

で展示会への出展等により販促活動を強化しました。またECサイトを活用したWEBマーケティングを引続き強化し、

引き合い件数の増加に繋げました。

生産・管理においては、原材料調達や管理コストの抑制施策、業務効率改善に取り組んでおります。また、人的

資本への投資を継続し、成長を促す教育制度の拡充や多様な働き方への制度見直し等を進めました。

例年、第３四半期連結累計期間は当社売上の季節特性から営業損失となる傾向にありましたが、こうした取り組

みにより、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高は10,647百万円（前年同期比19.2％増）、営業利益は226百

万円（前年同期は227百万円の損失)、経常利益は279百万円（前年同期は175百万円の損失）、親会社株主に帰属す

る四半期純利益は150百万円（前年同期は246百万円の損失）となりました。

セグメント別の業績は、次のとおりであります。

＜計測機器＞

「計測機器」は、受注高は3,738百万円（前年同期比6.5％増）、売上高は3,358百万円（前年同期比3.4％増）、

セグメント損益は31百万円の損失（前年同期は209百万円の損失）となりました。

自動車及び半導体製造業界向けを中心に受注が増加しました。音響・振動分野では騒音計・振動計のほか新機能

を追加した信号解析システムの受注が増加、自動車関連では車速計や燃焼解析ソフトの受注が堅調でした。回転計

測分野では回転速度計が好調に推移しました。寸法変位分野では非接触厚さ計の受注が好調だったほか、海外拡販

用リニアゲージを開発しました。

また、ECサイトを活用したWEBマーケティング強化を継続し、中期経営計画のテーマである計測機器の海外拡販に

向けて展示会を中心に市場調査活動を実施し商品企画・販売促進を強化しました。

＜特注試験装置及びサービス＞

「特注試験装置及びサービス」は、受注高は8,405百万円（前年同期比5.4％増）、売上高は7,277百万円（前年同

期比28.3％増）、セグメント損益は256百万円（前年同期は14百万円の損失）となりました。

自動車業界におけるハイブリッド自動車（HEV）や内燃機関（ICE）の再評価を背景に、顧客需要が従来の装置改

造や業務委託から、HEV向けを中心とした本格的な設備更新へとシフトしております。排ガス・燃費認証厳格化対応

装置や、開発工数削減に寄与するシミュレーションベンチ（VRS: Virtual & Real Simulator）など旺盛な更新需要

を取り込んだことで、受託エンジニアリング領域を補い、増収および黒字転換を果たしました。

一方、需要が長納期の大型装置へシフトしたことによる売上構成（プロダクトミックス）の変化や売上計上時期

の影響等を考慮し、ベンチマーキングレポート（「熱マネジメント」「NVH/TPA」等）をはじめとする高付加価値領

域の拡充やアフターサービスを強化しています。
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＜その他＞

「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、損害保険代理業務及び当社が所有する

土地・建物の管理業務、その他当社からの委託業務等を行っております。

当区分の売上高は107百万円（前年同期比4.0％増）、セグメント利益は19百万円（前年同期比17.7％増）となり

ました。なお、当区分の外部顧客に対する売上高は12百万円（前年同期比35.6％増）であります。

（参考）セグメント別の受注実績及び売上実績ならびに営業利益実績

受注実績 （単位：百万円）

セグメントの名称
前第３四半期
連結累計期間

当第３四半期
連結累計期間

増減（金額） 増減(比率)(％)

計測機器 3,511 3,738 227 6.5

特注試験装置及びサービス 7,975 8,405 429 5.4

その他 103 107 4 4.0

（調整額）(注)１ △94 △95 △0 －

合計 11,496 12,155 659 5.7

(注) (調整額)はセグメント間取引消去であります。

売上実績 （単位：百万円）

セグメントの名称
前第３四半期
連結累計期間

当第３四半期
連結累計期間

増減（金額） 増減(比率)(％)

計測機器 3,246 3,358 111 3.4

特注試験装置及びサービス 5,673 7,277 1,603 28.3

その他 103 107 4 4.0

(調整額）(注)１ △94 △95 △0 －

合計 8,929 10,647 1,718 19.2

(注) (調整額)はセグメント間取引消去であります。

営業利益実績 （単位：百万円）

セグメントの名称
前第３四半期
連結累計期間

当第３四半期
連結累計期間

増減（金額） 増減(比率)(％)

計測機器 △209 △31 178 －

特注試験装置及びサービス △14 256 270 －

その他 16 19 2 17.7

（調整額）(注)１ △19 △17 2 －

合計 △227 226 454 －

(注) (調整額)はセグメント間取引消去であります。
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（２）財政状態に関する説明

① 資産、負債及び純資産の状況

(資産)

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は22,796百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,012百万円増加

しました。主な内訳は、現金及び預金の増加、売掛金の減少、仕掛品の増加、投資有価証券の時価評価による増加

であります。

(負債)

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は5,680百万円となり、前連結会計年度末に比べ500百万円増加し

ました。主な内訳は、長期借入金の返済による減少、未払法人税等の増加、賞与引当金の増加、繰延税金負債の増

加であります。

(純資産)

当第３四半期連結会計期間末における純資産は17,116百万円となり、前連結会計年度末に比べ512百万円増加とな

りました。主な内訳は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上による増加、投資有価証券の時価評価によるそ

の他有価証券評価差額金の増加、配当金の支払いによる減少であります。

② キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ1,082百万円増加(28.7％)

し、4,857百万円となりました。

当第３四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、2,283百万円の収入(前年同期は483百万円の収入)となりました。主な内

訳は、減価償却費522百万円、賞与引当金の増加額295百万円、売上債権の減少額1,723百万円、棚卸資産の増加額

320百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、605百万円の支出(前年同期は459百万円の支出)となりました。主な内訳

は、有形固定資産の取得による支出519百万円、無形固定資産の取得による支出92百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、579百万円の支出(前年同期は468百万円の支出)となりました。主な内訳

は、長期借入金の返済による支出130百万円、自己株式の取得による支出159百万円、配当金の支払額278百万円であ

ります。



株式会社小野測器(6858) 2026年12月期 第３四半期決算短信

5

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第３四半期連結累計期間の業績は、当社売上の季節特性のほか、原価や人件費、販売管理費などコストの増加

はありましたが、前年同期比では増収増益となりました。また、当期の受注は順調に推移しており、売上原資であ

る受注残高は一定量を確保しております。

現下の中東情勢が当社の事業及び業績に与える影響については、原材料価格の上昇が見られるものの、現時点に

おいて影響は限定的であると判断しております。そのほか、日中関係や各国課税政策による日本経済への影響、

また天候不順や自然災害等の当社顧客への影響についても現時点では予測困難ですが、2026年1月29日に公表しまし

た業績予測の変更は行いません。

今後につきましても、事業環境の変化を注視し、中期経営計画「Challenge StageⅣ」の施策に取り組んでまいり

ます。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2026年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,774 4,857

受取手形 180 286

売掛金 3,360 1,593

商品及び製品 721 760

仕掛品 1,550 1,741

原材料及び貯蔵品 1,403 1,493

その他 246 298

貸倒引当金 △3 △3

流動資産合計 11,235 11,027

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,814 1,697

土地 4,358 4,358

その他（純額） 826 1,111

有形固定資産合計 6,999 7,167

無形固定資産 497 423

投資その他の資産

投資有価証券 2,793 3,934

繰延税金資産 31 25

その他 225 218

投資その他の資産合計 3,050 4,178

固定資産合計 10,547 11,769

資産合計 21,783 22,796



株式会社小野測器(6858) 2026年12月期 第３四半期決算短信

7

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2026年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 519 458

短期借入金 1,000 1,000

1年内返済予定の長期借入金 130 -

未払法人税等 79 196

賞与引当金 84 378

その他 1,243 1,260

流動負債合計 3,056 3,293

固定負債

繰延税金負債 463 736

退職給付に係る負債 1,550 1,553

資産除去債務 21 21

その他 87 75

固定負債合計 2,123 2,386

負債合計 5,180 5,680

純資産の部

株主資本

資本金 7,134 7,134

資本剰余金 1,800 1,800

利益剰余金 6,540 6,410

自己株式 △1,227 △1,293

株主資本合計 14,247 14,052

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,541 2,322

為替換算調整勘定 293 284

退職給付に係る調整累計額 155 143

その他の包括利益累計額合計 1,990 2,750

新株予約権 75 41

非支配株主持分 290 272

純資産合計 16,603 17,116

負債純資産合計 21,783 22,796
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2025年１月１日
至 2025年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2026年１月１日
至 2026年９月30日)

売上高 8,929 10,647

売上原価 4,993 5,797

売上総利益 3,936 4,850

販売費及び一般管理費 4,163 4,623

営業利益又は営業損失（△） △227 226

営業外収益

受取利息 2 5

受取配当金 51 74

賃貸収入 3 3

その他 24 13

営業外収益合計 81 97

営業外費用

支払利息 14 14

支払手数料 11 16

賃貸収入原価 2 1

為替差損 - 11

その他 2 0

営業外費用合計 30 44

経常利益又は経常損失（△） △175 279

特別利益

固定資産売却益 1 2

特別利益合計 1 2

特別損失

固定資産除却損 5 1

特別損失合計 5 1

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△179 280

法人税、住民税及び事業税 48 211

法人税等調整額 △7 △80

法人税等合計 41 131

四半期純利益又は四半期純損失（△） △220 149

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

26 △1

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△246 150
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2025年１月１日
至 2025年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2026年１月１日
至 2026年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △220 149

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 381 780

為替換算調整勘定 △62 △25

退職給付に係る調整額 △16 △12

その他の包括利益合計 302 743

四半期包括利益 82 892

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 55 910

非支配株主に係る四半期包括利益 26 △17
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2025年１月１日
至 2025年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2026年１月１日
至 2026年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△179 280

減価償却費 517 522

賞与引当金の増減額（△は減少） 221 295

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △38 △8

受取利息及び受取配当金 △53 △80

保険解約返戻金 △4 -

支払利息 14 14

固定資産売却損益（△は益） - △2

固定資産除却損 5 1

売上債権の増減額（△は増加） 1,809 1,723

棚卸資産の増減額（△は増加） △571 △320

仕入債務の増減額（△は減少） △100 △61

未収消費税等の増減額（△は増加） △101 49

未払消費税等の増減額（△は減少） △282 106

その他 △318 △267

小計 918 2,253

利息及び配当金の受取額 53 80

利息の支払額 △14 △14

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △475 △35

営業活動によるキャッシュ・フロー 483 2,283

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △266 △519

有形固定資産の売却による収入 - 3

無形固定資産の取得による支出 △186 △92

投資有価証券の取得による支出 △2 △3

保険積立金の積立による支出 △44 △14

保険積立金の解約による収入 47 23

その他 △5 △1

投資活動によるキャッシュ・フロー △459 △605

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △201 △130

自己株式の取得による支出 △0 △159

自己株式の処分による収入 0 -

自己株式の売却による収入 - 0

配当金の支払額 △256 △278

その他 △10 △11

財務活動によるキャッシュ・フロー △468 △579

現金及び現金同等物に係る換算差額 △49 △15

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △493 1,082

現金及び現金同等物の期首残高 4,240 3,774

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,746 4,857
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

①自己株式の取得

2026年１月29日開催の取締役会における決議に基づき、自己株式192,400株を取得いたしました。 この結果、

当第３四半期連結累計期間において自己株式が159百万円増加しております。

②自己株式の処分

2026年３月19日開催の取締役会における決議に基づき、譲渡制限付株式報酬として自己株式69,700株を処分い

たしました。また、ストックオプションの権利行使に伴い、自己株式65,400株を処分いたしました。この結果、

当第３四半期連結累計期間において自己株式が94百万円減少しております。
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（セグメント情報等の注記）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2025年１月１日 至 2025年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)３計測機器

特注試験
装置及び
サービス

計

売上高

外部顧客への売上高 3,246 5,673 8,920 8 8,929 － 8,929

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － 94 94 △94 －

計 3,246 5,673 8,920 103 9,023 △94 8,929

セグメント利益又は損失(△) △209 △14 △223 16 △207 △19 △227

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、損害保険代理業務及び当社が所有

する土地・建物・設備の管理業務、その他当社からの委託業務等を行っております。

２ セグメント利益又は損失(△)の調整額△19百万円は、セグメント間取引消去であります。

３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2026年１月１日 至 2026年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)３計測機器

特注試験
装置及び
サービス

計

売上高

外部顧客への売上高 3,358 7,277 10,635 12 10,647 － 10,647

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － 95 95 △95 －

計 3,358 7,277 10,635 107 10,743 △95 10,647

セグメント利益又は損失(△) △31 256 225 19 244 △17 226

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、損害保険代理業務及び当社が所有

する土地・建物・設備の管理業務、その他当社からの委託業務等を行っております。

２ セグメント利益又は損失(△)の調整額△17百万円は、セグメント間取引消去であります。

３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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３．その他

（ご参考資料）

(主要な経営指標等の推移)

(経営成績)

回次 第69期 第70期 第71期 第72期 第73期 (参考) 前年
同期比
増減額

前年
同期比
増減率
(％)

決算年月 2022/12 2023/12 2024/12 2025/12 2026/９ 2025/９

受注高
(百万円) 11,201 11,191 13,754 15,659 12,155 11,496 659 5.7

売上高
(百万円) 10,928 11,539 11,804 13,629 10,647 8,929 1,718 19.2

営業利益
(百万円) 55 139 144 588 226 △227 454 －

売上高営業
利益率(%) 0.5 1.2 1.2 4.3 2.1 △2.5 4.7 －

経常利益
(百万円) 211 204 212 679 279 △175 455 －

売上高経常
利益率(%) 1.9 1.8 1.8 5.0 2.6 △2.0 4.6 －

親会社株主に帰
属する当期純利
益(百万円)

246 438 1,459 395 150 △246 397 －

売上高当期純
利益率(%) 2.3 3.8 12.4 2.9 1.4 △2.8 4.2 －

自己資本利益率
(%) 1.9 3.3 9.9 2.5 0.9 △1.6 2.5 －

(財政状態)

回次 第69期 第70期 第71期 第72期 第73期 (参考)
前期末比
増減額

前期末比
増減率
(％)決算年月 2022/12 2023/12 2024/12 2025/12 2026/９ 2025/９

資産合計
(百万円) 21,109 21,003 21,309 21,783 22,796 20,689 1,012 4.6

負債合計
(百万円) 7,722 6,892 5,395 5,180 5,680 4,912 500 9.7

純資産合計
(百万円) 13,386 14,110 15,914 16,603 17,116 15,777 512 3.1

自己資本比率
(%) 62.0 65.8 73.3 74.5 73.7 74.8 0.8 －
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(キャッシュ・フロー)

回次 第69期 第70期 第71期 第72期 第73期 (参考) 前年
同期比
増減額

前年
同期比
増減率
(％)決算年月 2022/12 2023/12 2024/12 2025/12 2026/９ 2025/９

営業活動による
キャッシュ・
フロー(百万円)

△230 340 330 594 2,283 483 1,799 372.5

投資活動による
キャッシュ・
フロー(百万円)

△160 431 3,948 △584 △605 △459 △146 31.8

財務活動による
キャッシュ・
フロー(百万円)

569 △984 △2,273 △530 △579 △468 △111 23.9

現金及び現金同
等物の期末残高
(百万円)

2,276 2,118 4,240 3,774 4,857 3,746 1,111 29.7

(１株当たり情報/その他)

回次 第69期 第70期 第71期 第72期 第73期 (参考) 前年
同期比
増減額

前年
同期比
増減率
(％)決算年月 2022/12 2023/12 2024/12 2025/12 2026/９ 2025/９

１株当たり
純 資 産 額
(円)

1,262.78 1,307.93 1,511.83 1,557.72 1,620.82 1,483.64 － －

１株当たり
当期純利益
金額(円)

23.82 41.68 138.77 38.00 14.49 △23.77 － －

設備投資額
(百万円) 455 471 996 567 619 450 169 37.5

減価償却費
(百万円) 543 576 631 714 522 517 4 0.9

研究開発費
(百万円) 1,298 1,076 926 1,011 815 739 75 10.2
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セグメント別 四半期推移(会計期間)

単位（百万円）

2024年
３Q

2024年
４Q

2025年
１Q

2025年
２Q

2025年
３Q

2025年
４Q

2026年
１Q

2026年
２Q

2026年
３Q

受注高

計 測
機 器 1,039 1,218 1,147 1,062 1,300 1,241 1,084 1,370 1,283

特注試
験装置 2,202 2,155 2,313 2,917 2,745 2,918 2,807 2,412 3,185

その他 33 32 31 36 35 35 33 36 37

合計 3,246 3,376 3,462 3,983 4,049 4,163 3,893 3,787 4,474

売上高

計 測
機 器 1,081 1,491 1,086 976 1,184 1,418 1,260 989 1,108

特注試
験装置 1,289 2,850 2,639 1,635 1,398 3,278 3,186 2,247 1,842

その他 33 32 31 36 35 35 33 36 37

合計 2,375 4,345 3,727 2,616 2,586 4,699 4,448 3,242 2,956

受注
残高

計 測
機 器 939 666 728 814 930 755 579 960 1,135

特注試
験装置 7,048 6,353 6,027 7,308 8,655 8,294 7,915 8,079 9,422

その他 － － － － － － － － －

合計 7,988 7,020 6,755 8,123 9,586 9,050 8,494 9,040 10,558

営業
利益

計 測
機 器 △42 316 11 △230 9 159 10 22 △64

特注試
験装置 △182 533 321 △179 △156 657 413 68 △225

その他 5 6 4 5 6 6 4 5 8

合計 △225 848 330 △410 △147 816 423 94 △291

前年同四半期比増減金額

単位(百万円）

2024年
３Q

2024年
４Q

2025年
１Q

2025年
２Q

2025年
３Q

2025年
４Q

2026年
１Q

2026年
２Q

2026年
３Q

受注高

計 測
機 器 154 71 65 △132 261 23 △63 308 △17

特注試
験装置 468 351 △536 917 542 762 494 △505 440

その他 △5 △6 △7 △1 1 3 2 0 1

合計 622 423 △470 785 803 786 431 △196 424

売上高

計 測
機 器 186 252 72 13 102 △73 174 12 △75

特注試
験装置 △234 74 630 542 108 428 547 612 444

その他 △5 △6 △7 △1 1 3 2 0 1

合計 △48 326 702 556 210 354 721 626 370

受注
残高

計 測
機 器 164 △14 △21 △167 △8 88 △148 146 204

特注試
験装置 1,688 1,964 798 1,173 1,607 1,941 1,888 770 766

その他 ― － － － － － － － －

合計 1,853 1,950 776 1,005 1,598 2,029 1,739 917 971

営業
利益

計 測
機 器 △14 118 △31 △15 52 △156 △1 253 △74

特注試
験装置 △5 11 272 175 25 124 92 247 △69

その他 △2 △1 △1 △2 1 0 △0 0 2

合計 △19 129 239 158 77 △32 92 505 △144

(注)上記金額はセグメント間取引消去を含んでおりません。
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